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どのような研究をされていますか。
下田　エネルギーの最終需要地であ

る「都市」「建物」「生活（人間）」を総合

的に捉えて、「都市エネルギーシス

テム」と呼んでいます。そのエネル

ギー需給をどう全体最適化していく

か。それが大きな研究テーマです。

現在、特に重視されていることは。
下田　エネルギー需要のマネジメン

トです。2050 年に脱炭素化を実現

するには、省エネを進めながら、再

生可能エネルギーの変動と需要をバ

ランスさせるといった複雑な問題を

解く必要があります。まずは需要の

中身を徹底的に分解して理解するこ

とが重要だと考えています。

研究の原点には何がありますか。
下田　90 年代に地域熱供給（地域

冷暖房）の研究をしていたことが原

点です。未利用エネルギー導入以外

にも、機器・システムの設計や運転

方法等、省エネの要素が多々存在す

ると気づき、興味が広がりました。

端緒に地域熱供給があったのですね。
下田　はい。熱需要を最小限のエネ

ルギーで満たすという観点を持つこ

とになり、熱源システム関連技術の

共同研究なども経験して、視野が広

がりました。

最後に熱供給事業への期待を。
下田　脱炭素化を進めていく上では、

各技術が確実に CO2 削減を達成し

ていくことが求められます。熱供給

施設をその長い寿命を通じていかに

使いこなすかが大事です。熱供給事

業の技術は、再生可能エネルギー電

力の普及に伴う電力の需給調整など

にも非常にいいツールになります。

2050 年に向けての脱炭素化のビジ

ョンを各事業者が持ち、その姿を実

現していってください。
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伝えたい熱がある。研究者の原点①
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脱炭素化実現のために、エネルギーシステム全体で最適解を見出していく。
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